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目的 本研究では解剖学的数値人体モデルを用いて、電波曝露時の人体内部の電磁
エネルギの吸収特性を評価した。 

内容 FDTD法を用いて、図１に示す解析モデルで、人体に対して、様々な方向から伝
搬する10GHzまでの垂直偏波および水平偏波偏波に曝された解剖学的数値人
体モデルの比吸収率（SAR[W/kg])を推定した。 

結果 大規模数値シミュレーションにより、平面波曝露に対する人体の全身平均SAR
および組織平均SARの周波数特性を明らかにした(図2)。 

図１ 解析モデルの例 

吸収境界（PML:8層） 

数値人体モデル 

30 cells 
計算機      SX-8R 
CPU時間     2時間（3GHz) 
使用メモリ       18GB 
ベクトル化率      99.2% 
並列化      10並列 図2 解剖学的数値人体モデルを用いた 

平面波曝露時のSARの周波数特性（一例） 

周波数：30MHz-10GHz 
モデル：３歳 
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